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 蘇軾詩注解（二十四）
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 （南山読蘇会）
 
中国宋代の詩人蘇軾の以下の作品について注解を施す。括弧内の数字は東北大学中国文学研究室作成『蘇東坡詩作品表』による通し番号。?
潁叔・銭穆父が景霊宮に従駕するに次韻す 　
二首（一九〇六・一九〇七）
軾 　
近ごろ月石の硯
?
を以て子功中書公に献じ、復た涵星硯を以て純父侍講に献ず。子功は詩有り、純父は未
だしなり。復た月石風林の硯
?
を以て之に贈り、 謹んで子功が詩に和して、
?
せて純父が数句を求む（一九一三）
范純父が涵星硯・月石風林
?
に次韻す（一九一四）
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銭穆父が会飲に次韻す（一九一五）穆父尚書が郊丘を祠るに侍して、天光を瞻望して、退きて相慶して、満を引きて酔吟するに次韻す（一九一六）郊祀の成るを慶する詩（一九〇五
 ）
 
 一九〇六・一九〇七（施三二―三二・三三）
 
??
?????
?
?????
?
??
?しよう
?えい
?しゆく
??
せん
?ぼく
?ほ
??
けい
?れい
?きゆう
??
じゆうが
?????
じ
?いん
??
?に
?しゆ
 一九〇六（施三二―三二）
その一
１ 　
歸來病鶴記城
?
 
 
 
帰かえ
り来
きたって 　
病びよう
鶴かく　
城じよう
?いん
を記
きす
２ 　
舊踏松枝雨露新
 
 
 
旧きゆう
踏とう
の松
しようし
枝 　
雨う露ろ新あら
たなり
３ 　
?
白不羞垂領髪
 
 
 
半はん
白ぱく　
羞はじず 　
領えり
に垂
たるる髪
かみ
４ 　
軟紅
?
戀屬車塵
＊ 
 
 
軟なん
紅こう　
猶なお恋
こう 　
属ぞく
車しや
の塵
ちり
５ 　
雨收九陌豐登後
 
 
 
雨あめ
は収
おさ
まる 　
九きゆう
陌はく　
豊ほうとう
登の後
のち
６ 　
日麗三元下降辰
 
 
 
日ひは麗
うるわ
し 　
三さん
元げん　
下か降こう
の辰
とき
７ 　
?
識君王爲民
?
 
 
 
?ほぼ識
しる 　
君くん
王おう
の民
たみ
の為
ため
にする意
いを
８ 　
不才何以助精
?
 
 
 
不ふ才さい　
何なに
を以
もつ
てか精
せいいん
?
を助
たす
けん
〔原注〕前輩戲語、有西湖風月、不如東華軟紅香土（前
ぜん
輩ぱい
の戯
ぎ語ごに、 「西
せい
湖この風
ふう
月げつ
も、東
とう
華かの軟
なん
紅こう
香こう
土どに
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如しかず」と有
あり）
元
?
七年（一〇九二） 、五十七歳の作。兵部尚書・侍読として都の開封に在った。
○
?
穎叔
?
?しよう
之し奇き（一〇三一―一一〇四）のこと。穎叔はその字
あざな
。常州宜
ぎ興こう
（江蘇省）の人。蘇軾と同じく嘉
?
二
（一〇五七）年の進士。英宗のとき監察御史に任ぜられて後、数々の地方官および中書舎人、
?
林学士などを経て、
同知枢密院事に至った。この時には戸部侍郎・中書舎人の任に在った（ 『続資治通鑑長編』元
?
七年六月甲戌） 。○銭
穆父 　
銭せん
?きよう
のこと。穆父はその字
あざな
。作品番号一六一六「銭越州に次韻す」詩の注（ 『蘇軾詩注解（三） 』 ）を参照。こ
の時は戸部尚書・中書舎人の任に在った。○景霊宮 　
宋・真宗の大中祥符五（一〇一二）年に建てられた、宋朝帝室
の祖先を祭る大規模な道観。元豊五（一〇八二）年より四時の孟月に祭礼が行われ、 孟春（一月）は十一日、 孟夏（四月）は適宜日を選び、孟秋（七月）は中元、孟冬（十月）は下元 日がそれぞれ充てられた（ 『宋史』礼志 二） 。山内弘一「北宋 代の神御殿と景霊宮」 （ 『東方學報』第七十輯）を参照。また、６句の注（三元）を参照。○従駕 　
天
子の行幸のお供をすること。
?
之奇と銭
?
の元の詩は伝わらないが、王文誥は、この二首の「その一」が
?
之奇の詩
に、 「その二」が銭
?
の詩に和したものだとする。
１○帰来一句 　
城
?
は、城壁の一部を防衛のために曲げた形で外側に突き出させた部分。一句は、仙道を学んだ丁令
威が、鶴に姿を変えて故郷に戻り、弓で射られそうになって、 「鳥有り鳥有り
?
丁令威、家を去ること千年
?
今始め
て帰る、城郭は故
もと
の如きも人民は非なり、何ぞ仙を学ばざる
?
冢つか?
累累たり」とうたって天に昇った故事をふまえよ
う（ 『捜神後記』巻 ） 。２○旧踏一句
?
『白孔六帖』 （巻一〇〇）松柏八「鶴棲」の条に、 「千歳の鶴は、松柏に棲む」
とある。１句で蘇軾は自らを鶴に比し、この ではそれを承けて自身が いた場所に戻ったことを述べる。３○半白 　頭髪や鬢に白い毛 まじること。 『北堂書鈔』巻一三六に引く、魏・応
?
「夏
か侯こう
孝こう
智ちに与うる書」に、 「鑑
かがみ
を援
ひきて自
ら照らすに、鬢
?
已に半白、良
まこと
に懼
おそ
る可きなり」とある。○垂領
?
杜甫「上巳の日、徐
じよ
司し録ろく
が園林の宴集」詩（ 『杜
詩詳注』巻二一）に、 「鬢毛
?
領えり
に垂れて白く、 花
か蕊ずい?
枝に亜
ついで紅なり」とある。４○軟紅 　
「軟紅の塵（塵土） 」 、 は、
蘇軾詩注解（二十四）
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繁華で賑やかな都会の大通りに揚がる土ぼこり。○属車
?
お供の車。天子に付き従う車。 『史記』司馬相如伝に、 「属
車の清塵を犯す」とある。５○九陌 　
都の大通り。 「牛
ぎゆう
口こう
にて月を見る」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第一冊二九頁）を参
照。○豊登
?
穀物が豊かに実ること。 『焦氏易林』巻二「離
り之し恒こう
（離の恒に之
ゆく） 」に、 「東風
?
凍こお
れるを解
とかし、和
気?
升るを兆
きざ
し、年歳
?
豊登なり」とある。６○三元 　
正月・七月・十月の十五日を、それぞれ上元・中元・下元と
呼んで、 合わせて三元という。もと道教の行事に由来する。この時の景霊宮での祭祀は、 十月下元の日に行われた（詩題の注を参 ） 。 『続資治通鑑長編』元
?
七年十月の条に、 「甲子（十五日） 、景霊宮に朝献す」とある。○下降
?
景霊
宮に祭られた宋朝帝室 祖先たちが、 祭礼に応じて神として降臨することをいう。８○精
??
真心をこめて祭る。 『尚
書』舜典に、 「六宗に
?
す」とあり、伝に「精意 　
以て享
まつ
る、之を
?
と謂う」とある。
　
都に舞い戻った病み疲れた鶴 ような私にも、城門の様子はまだ憶えがあり、むかし踏んだ松の枝には、ま
た新たな恵みの雨露が置いている。えり首に垂れた髪の半ばが白くなってしまったのを羞じることはない。ありが くも天子に従う車の中にいて、好もしい都大路の土ぼこりのなかを行くのだから。
　
豊作の喜びのあと、都大路 雨あがり 神々のご降臨の き、日も麗
うら
らかな三元（下元）の時節。民
たみ
草ぐさ
を思
いやる天子の御心がうかがい知られると うものだ。不才のこ 身、どうしたら真
まごころ
心をこめて神々をお祭りに
なるのを助けてさし上げられるだろう。
 
 一九〇七（施三二―三三）その二
１ 　
與君竝直記初元
 
 
 
君きみ
と並
なら
んで直
ちよく
せし初
しよげん
元を記
きす
２ 　
白首
?
同入禁門
 
 
 
白はく
首しゆ?
還また同
とも
に禁
きん
門もん
に入
いる
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３ 　
玉殿齊班容小語
 
 
 
玉ぎよく
殿でん
に班
はん
を斉
せい
して小
しようご
語を容
いれ
４ 　
霜廷稽首
???
＊ 
 
 
霜そうてい
廷に稽
けいしゆ
首して
?
微び温おん
?げん
たり
５ 　
病貪賜茗
?
銅葉
 
 
 
病やんでは賜
し茗めい
の銅
どう
葉よう
に浮
うかぶを貪
むさぼ
り
６ 　
老怯香泉
?
寶
?
 
 
 
老おいては香
こうせん
泉の宝
ほうそん
?
に
?えん
たるを怯
おそ
る
７ 　
回首
?
行有人傑
 
 
 
首こうべ
を回
めぐ
らせば
?えんこう
行に人
じん
傑けつ
有あり
８ 　
坐知羌虜是
?
魂
 
 
 
坐いながら知
しる?
羌きよう
虜りよ
は是
これ遊
ゆうこん
魂なることを
〔原注〕 　
?
與穆
?
竝拜庭中、地皆
?
濕、相與小語
?
之 　
（適
たま
たま穆
ぼく
父ほと並
なら
んで庭
てい
中ちゆう
に拝
はい
す。地
ち　
皆みな
流りゆう
湿しつ
あり、相
あいとも
与に小
しようご
語して之
これ
を道
いう）
１○与君一句 　
君は、銭
?
をさす。直を値の字に作るテキストがあるが、王文誥に従って直とする。初元は、新天子
が即位して年号が改まった初年のこと。哲宗の元
?
元（一〇八六）年、蘇軾と銭
?
はいずれも朝廷で中書舎人の任に
在った（ 『蘇軾年譜』中冊七三七頁） 。２○禁門
?
宮廷の門。３○玉殿 　
宮殿の美称。○斉班 　
群臣が朝謁する際、席
次を定めて整列すること。原注にあるように、兵部尚書の蘇軾と戸部尚書の銭
?
は並んで拝謁したのである。○容小
語 　
小語は、声をひそめて話す。唐・裴思謙「及第後、平
へい
康こう
里りに宿す」詩（ 『全唐詩』巻五四二）に、 「銀
ぎんこう
缸 　
斜めに
背そむ
けて鳴
めいとう
?
を解く、 小語
?
偸とうせい
声?
玉郎を賀す」とある。容は、 ゆるす。厳粛な雰囲気のなか、 少しだけならできる意。
４○霜廷 　
霜は、天子に拝謁する場（廷）の厳粛でいかめしいさまをいう。○稽首
?
坐って頭を地面につける非常に
丁重な敬礼。○
??
ながれるさま。５○賜茗
?
天子より下賜された茶。○銅葉
?
もとは薄い銅板のこと 、李肇『唐
国史補』巻中に、越の僧霊
れいてつ
澈が、慧
え遠おん
が製したという計時器「蓮花漏」を伝えたという記事が見え、そこに「乃ち銅
葉を取りて器を製し 状は蓮花の如し」とある。ここではそれを茶碗として用いたもので、宋・程大昌『演繁露』巻一一「銅葉盞」にこの詩を引き、 「按ずるに、今 　
御前に茶を賜わるとき、皆な建盞を用いず、大
だいとう
湯
ひつ
を用う。色は
蘇軾詩注解（二十四）
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正白にして、但だ其の制様は銅葉の湯
とう
ひつ
に似たる耳
のみ
。銅葉の色は、黄褐色なり」とある。６○香泉 　
酒の名。作品
番号一八二一「欧陽季黙の闕に赴くを送る」詩の注（ 『蘇軾詩注解（十六） 』 ）を参照。○宝
?　
金銀や珠玉などで製
した酒
?
。 『太平御覧』巻七六一に引く蔡
さい
?よう
『論銘』 （厳可均『全後漢文』は『銘論』とする）に、 「漢は斉侯の宝樽
を槐
かい
里りに獲
えたり」とある。７○
?
行?
?
は
?えんすう
雛で、鳳凰の一種。それが列を成すのが
??
で、朝廷の高官たちが並ん
でいるさまをいう。作品番号一九〇五「定国が寄せらるるに次韻す」詩の注（ 『蘇軾詩注解（二十三） 』 ）を参照。○人傑 　
傑出した人物。ここでは
?
之奇をさす。 『史記』 高祖本紀に、 「此の三者 （張良・蕭何・韓信） は、 皆な人傑なり。
吾れ能
よく之を用う。此れ吾れの天下を取りし所
ゆ
え
ん以なり」とある。８○羌虜 　
羌は西方の異民族で、虜はそれを卑しん
だ言い方。○遊魂 　
魂が身体を抜け出てさまようこと。杜甫「官軍
?
已に賊
ぞく
境きよう
に臨むと聞くを喜ぶ
?
二十韻」詩（ 『杜
詩詳注』巻五）に、 「今日
?
天意を看るに、遊魂 　
爾なんじ
が曹に貸す」とある。この二句は 蔣
之奇について詠じたもので、
翌元
?
八年には
?
之奇は実際に知煕州として、西夏と対峙する煕州（甘粛省）の地に赴くことになる。蘇軾「再び
?
穎叔を送る詩の後に跋す」 （ 『蘇軾文集』巻六八）に、 「穎叔 　
未だ
?とう
に帥
すい
たるの命
めい
有らざりしとき、扈
こじゆう
従の詩を作る。
軾?
之に和して、
?
遊魂
?
の句有り、遂に吟
ぎんしん
讖（詩の中で未来の出来事を予言していること）と成る」とある。○〔原
注〕３４句の注を参照。
　
元
?
の初年に君と一緒に（宮中に）当直していたことはしっかり憶えているが、白髪あたまになって再び一
緒に宮中に参内することになった。宮中の整った席次の中で、声をひそめて遠慮がちに話したのは、厳粛で冷えびえした庭中にひれ伏す際 流れるほのかな温かさ。
　
病んだ私は、賜わったお茶を銅葉の茶碗で余さずに飲むけれど、年を取っていては、香泉の酒がなみなみと
湛えられた立派な酒樽には怖じ気づいてしまう。振り返れば整然と並び居た官吏たちのなかに傑出した人物があり、その方がやって来るとあっては蛮族どもは虫の息といったところだろう。
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一九一三（施三二―三四）軾
?
以月石硯
?
獻子功中書公復以涵星硯獻純父侍講子功有詩純父未也復以月石風林硯
?
?
之
?
和子功
詩
?
求純
數句
軾しよく　
近ちか
ごろ月
げつせき
石の硯
けんぺい
?
を以
もつ
て子
し功こう
中ちゆう
書しよ
公こう
に献
けん
じ、 復
また涵
かんせいけん
星硯を以
もつ
て純
じゆんぽ
父侍
じ講こう
に献
けん
ず。 子
し功こう
は詩
し有あり、
純じゆんぽ
父は未
いま
だしなり。復
また月
げつ
石せき
風ふう
林りん
の硯
けんぺい
?
を以
もつ
て之
これ
に贈
おく
り、謹
つつし
んで子
し功こう
が詩
しに和
わして、
?あわ
せて純
じゆんぽ
父が
数すう
句くを求
もと
む
１ 　
紫潭出玄雲
 
 
 
 
 
紫し潭たん?
玄げん
雲うん
を出
いだし
２ 　
翳我潭中星
  
 
 
 
 
我わが潭
たん
中ちゆう
の星
ほし
を翳
かく
す
３ 　
獨有潭上月
  
 
 
 
 
独ひと
り潭
たん
上じよう
の月
つき
のみ有
ありて
４ 　
倒掛紫
?
?
  
 
 
 
 
倒さか
しまに紫
し翠すい
の
?へい
に掛
かかる
５ 　
我老不看書
 
 
 
 
 
我われ老
おいて書
しよ
を看
みず
６ 　
默坐
?
此昏
?
睛
 
 
 
黙もく
坐ざして此
この昏
こん
花かの睛
ひとみ
を養
やしな
う
７ 　
時時一開眼
 
 
 
 
 
時じ
じ時に一
ひと
たび眼
めを開
ひら
いて
８ 　
見此雲月眼自明
 
 
 
此この雲
うんげつ
月を見
みれば 　
眼め　
自おのずか
ら明
あき
らかならん
９ 　
久知世界一
?
影
 
 
 
久ひさ
しく知
しる 　
世せ界かい
の一
いちほうえい
泡影なるを
10　
大小眞僞何足
?
 
 
 
大だい
小しよう　
真しん
偽ぎ　
何なん
ぞ評
ひよう
するに足
たらん
11　
笑彼三子歐
?
蘇
 
 
 
彼かの三
さん
子しを笑
わら
う 　
欧おう
・梅
ばい
・蘇
そ
12　
無事自作
??
爭
＊ 
 
 
事こと
無なくして自
おのずか
ら雪
せつ
羽うの争
あらそ
いを作
なす
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13　
故將
?
硯
?
兩范
 
 
 
故ことさら
に
?へい
硯けん
を将
もつ
て両
りよう
范はん
に送
おく
る
14　
??
珠璧棲窗櫺
 
 
 
珠しゆへき
璧をして窓
そうれい
櫺に棲
すましめんことを要
よう
す
15　
大范忽長謠
 
 
 
 
 
大たいはん
范は忽
たちま
ち長
ちよう
謡よう
し
16　
語出月脇令人驚
 
 
 
語ごは月
げつ
脇きよう
に出
いでて人
ひと
をして驚
おどろ
かしむ
17　
小范當繼之
 
 
 
 
 
小しよう
范はん
も当
まさ
に之
これ
に継
ついで
18　
説破星心如
?
鳴
 
 
 
星せい
心しん
を説
せつ
破ぱして鶏
けい
鳴めい
の如
ごと
くならしむべし
19　
牀頭復一月
 
 
 
 
 
牀しよう
頭とう　
復また一
いち
月げつ
20　
下有風林橫
 
 
 
 
 
下した
に風
ふうりん
林の横
よこ
たわる有
あり
21　
??
小范家
 
 
 
 
 
急いそ
ぎ小
しよう
范はん
が家
いえ
に送
おく
って
22　
護此涵星泓
 
 
 
 
 
此この涵
かんせい
星の泓
ふか
みを護
まも
らしむ
23　
願從少陵博一句
 
 
 
願ねが
わくは少
しよう
陵りよう
に従
したが
いて一
いつ
句くに博
かえよ
24　
山木盡與洪濤傾
 
 
 
山さんぼく
木 　
尽ことごと
く洪
こうとう
濤と傾
かたむ
かん
〔原注〕事見三人詩集（事
こと
は三
さん
人にん
の詩
ししゆう
集に見
みゆ）
元
?
七年（一〇九二） 、五十七歳の作。
○月石硯
??
硯
?
は、すずりの傍らに立てて風や塵などを防ぐついたて。石や玉などから作り、 「けんびょう」とも
呼ばれる。月石の硯
?
は、 石で製した月の紋様がある硯
?
。欧陽修 「月石の硯
?
の歌の序」 （ 『居士外集』 巻一五） に、 「小
版一石、中に月
げつけい
形有り、石の色は紫にして月は白く、月中に樹の森森然たる有り。其の文
あや
は黒くして枝葉は老
ろうけい
勁、世
の画に工
たくみ
なる者と雖も為
つく
る能わず、 蓋し奇物なり」とある。また、 蘇軾「月石硯
?
に書す」 （ 『蘇軾文集』巻七〇）に、 「月
南山読蘇会
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石の
??
之を捫
なづるに、 月の微
かす
かに凸
とつ
なるは、 偽なり。真なる者は必ず平らかなるも、 然るに円
まど
かならざるもの多し。
円かにして平らかに、桂
けい
満ちて出でず。此れ至って得
え難がた
く、宝とす可
べし」とある。○子功中書公
?
范百禄（一〇三〇
―九四）のこと。子功はその字
あざな
。成都華陽（四川省）の人で、北宋の名臣范
はんちん
鎮の兄の子。
?
林学士、知開封府などを
経て、 このときには中書侍郎 任に在った。 『宋史』 巻三三七に伝がある。○涵星硯
?
宋・張世南 『游官雑記』 巻九に、
蘇軾が所有していたこの涵星硯（硯を研の字に作る）に関すると思しい記述がある。そこには「研は、端
たん
（渓）の石
なり。石眼の池に在るを以て名を得たり。……星の池に在る者は十有 、 ……詩中の模状、 此の研と実
まこと
に合す」 とあり、
硯池に多くの石眼（鳥の目のような紋様）があったものと思われる。○純父侍講
?
范はん
祖そ禹う（一〇四一―九八）のこと。
純父（淳父とも表記される）はそ 字
あざな
。范鎮の弟の孫。范百禄からみて従
い
と
こ弟の子（従甥）にあたる。 「范祖禹に答う」
詩の注（ 『蘇東坡詩集』第 冊六五五頁） 参照。このとき
?
林侍講学士の任に在った。なお、ここで范百禄が詠じ
たという詩は現存しない 、范祖禹が蘇軾に送った詩が、 『全宋詩』巻八八八に、 「子
し瞻せん
尚書 　
涵星硯・月石風林
?
を
恵まれ、歌を作りて以て之を送る。十二韻 賦して以て謝す」と題して収められる。○月石風林 　
杜甫「夜 　
左氏の
荘に宴す」 （ 『杜詩詳注』巻一）に、 「風林
?
繊せん
月げつ
落ち、衣露に浄
じよう
琴きん
張る」とある。
１２○紫潭・翳我二句 　
『後漢書』列女伝の蔡
さい
?えん
（董
とう
祀しの妻）の伝に、 「玄雲合
がつ
して月星を翳
かく
し、北風厲
はげ
しくして粛と
して
??
たり」とある。紫潭は硯池（紫は硯の色） 、玄雲は墨、星は石眼で、二句は涵星硯で墨を磨
することを詠ずる。
３４○独有・倒掛二句 　
紫翠は、 硯
?
の色をさす。通常は山の色を形容することが多い。杜牧「早春、 閣下に寓直し、
……因りて書懐を寄す 　
四韻」 詩 （ 『樊川文集』 巻二） に、 「千峰 　
紫翠を横たえ、 双闕
?
欄干に凭
よる」 とある。二句は、 （涵
星硯の）硯池のほとり 照る月は、 （天空では く）硯の傍ら 据えた紫翠の月石硯
?
の中に掛かっているというこ
とで、 月石
?
について詠ずる。６○昏花 　
昏は、 目がかすむこと。花は、 目がちらつくこと。韓
?「崔郡に与うる書」
（ 『韓昌黎集』巻一七）に、 「目 　
視ること昏花、尋常の間も便ち人の顔色を分かたず」とある。８○眼自明 　
眼明は、
眼にあざやかに見えること。 「章
しよう
七しち
が出でて湖州に守
しゆ
たるに和す 　
二首」 その二の注 （ 『蘇東坡詩集』 第三冊五九四頁）
を参照。９○泡影 　
『金剛経』応
おう
化け非ひ真しん
分ぶん
（ 『大正蔵』第八巻）に、 「一切の有為法は、夢・幻・泡・影の如く、露の
蘇軾詩注解（二十四）
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如く亦た電
いなづま
の如し、 応
まさ
に是
かくの如き観を作
なすべし」 とある。この世は常に移りゆく実体のないものであるという喩え。
11 12○笑彼・無事二句 　
欧梅蘇は、欧陽修・梅堯臣・蘇舜欽の三人。欧、蘇の両人が、月石硯
?
に関する詩を作り、
これに梅が批評を加えた。欧陽修 「紫石
?
の歌 （ 『宋文鑑』 は 「紫石
?
の歌、 蘇子美に寄す」 に作る） 」 （ 『居士集』 巻四） に、
「月は海底自
より来たり、行きて天の東南に上
のぼ
る、正に天中の時に当たりて、下に千丈の潭を照らす、潭
たん
心しん
に風無く月
は動かず、影を倒
さか
しまにして射
さして紫石の巌
いわ
に入 月光に水は潔
きよ
く水は瑩
えい
浄じよう
、此れに感じて陰
いんぱく
魄 　
来たりて中
うち
に潜
む、月の此の石の中に入りて自
よ従り、天に両曜有りしも分かれて三と為る」とある。この詩を贈られて月石
?
の由来
を問われた蘇舜欽は、 「老
ろうほう
蚌 　
月を吸えば月胎
たい
に降
くだ
り、 海
かい
犀さい　
星を望めば星角
つの
に入る、
?たん
霞か　
石を鑠
とかして霊
れい
砂さに変じ、
白はつこう
虹 　
巌を貫いて美
び璞はく
を生ず、此れ乃ち西山の石、久しく月照の著
つくところと為る、歳
とし
久しくして光
ひかり
滅せず、遂に有
り 　
団団の月」 （ 「永叔が石月
?
の図」 『蘇学士文集』巻五）と答えた（老蚌は大ハマグリ。海犀はサイ） 。梅堯臣はこ
れらに対して「月石
?
の詩を読む」詩（ 『宛陵先生集』巻三八）で、 「余
われ二人の詩を作りて月石を論ずるを観るに、
月は天上 在り、石は山下に在り、安
いず
くんぞ石上に月跡有るを得んや、……徒
ただ頑
がん
璞ぱく
の一片の円と為すのみ、温潤な
るは又た圭
けいへき
璧に似ず、乃ち桂樹の独り扶
ふ
そ疏たる有るのみ、嫦
じようが
娥・玉
ぎよくと
兔 　
了つい
に覓
もと
むる莫し、此等の物無くして豈に霊な
る可けんや、祇
ただ以て
?
と為すのみ 　
安くんぞ惜しむに足らんや」と評している。雪羽の争いは、こまごました無用
の議論。 『孟子』告子上
?
にみえる告子と孟子の論争にもとづく。本性（性）とは生命（生）のことをいう（性と生
は同音）とした告 に対し、孟子は、 「それは白いものをすべて（同じ）白だというようなことか」と反問した上で、それが正しいなら、白羽・白雪・白玉の「白」はすべて同じものを表すし、 「犬の性」 ・ 「牛の性」 ・ 「人の性」という場合の「性」も皆 同じものを意味 しまう、と反論した。
13○両范 　
范百禄と范祖禹のこと。
14○珠璧 　
真珠と
璧玉。延
ひいて、珍奇で貴重なもの。 『抱朴子』内
?
巻一〇（明本）に、 「沙
さ礫れき
は無量にして、珠璧は甚だ尠
すく
なし」とあ
る。また、 『漢書』律暦志上には「日月は合壁の如く 五星は連珠の し」とあり、これに拠れば、珠は涵星硯の星を、璧は月石硯
?
の月をさすことになる。○窓櫺 　
まどのれんじ
0
0
0。窓に取りつけた格子。ここでは窓際のこと。
15○
大范 　
范百禄のこと。詩題の注を参照。
16○語出月脇 　
ことばが人の意表に出てすぐれていること。月脇は、月の傍
南山読蘇会
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らの意。唐・皇
こう
甫ほ湜しよく
「唐の故
もと
の著作左郎顧
こきよう
況集の序」 （ 『全唐文』巻六八六）に、 「逸歌・長句に偏し、駿
しゆん
発ぱつ
?たく
厲れい
、往々
にして天心を穿
うが
ち、月脇に出づるが若
ごと
く、意外驚人の語、尋常の能
よく及ぶ所に非ず、最も快と為す」とある。
17○小
范?
范祖禹のこと。詩題の注を参照。
18○説破一句
?
孟郊「暁鶴」詩（ 『孟東野詩集』巻九）に、 「孤月の口を開くが
如く、明星の心を説くに似たり」とある。王注はこの詩を孟郊「聞角」詩として引くが、宋本『東坡集』ではその王注が原注のかたちで記載され、詩題の「聞角」を「聞鶏」に作る（孔凡礼『蘇軾詩集』巻三六の校勘記による） 。蘇軾がこの句で「鶏鳴」 語 用いていることからみて、この注は自注であった可能性がある。星心は、
16句の注に引
く皇甫湜の文章の 天心 言いかえ も 。
19 20○牀頭・下有二句 　
詩題にいう月石風林の硯
?
についていう。風
林は、風の吹きわたる林。詩題の注を参照。
22○泓 　
ふち。
23 24○願従・山木二句 　
少陵は、杜甫の号。杜甫「戯れ
に王宰が画ける山水の図に題する歌」 （ 『杜 詳注』巻九）に 「舟
しゆう
人じん　
漁ぎよ
子し　
浦ほ
?じよ
に入る、山木
?
尽ことごと
く亜
つぐ?
洪こうとう
濤の
風に
」とある。博は、交換する。また、お返しをする。 〔原注〕○
11 12句の注を参照。
　
紫色の潭
ふち
に黒雲が湧き起こり、潭の中にひかる星々を覆いかくす。潭の上方にひとり輝く月は、硯
?
の紫翠
に連なる峰に（低く）掛かっている。　
私は老いて書物を読まず、静かに坐ってこの弱った眼 いたわっている。そして時に眼 開いてその雲と月
をながめれば、それらがはっきりと見えてくる。
　
この世界など泡や影のようにはかないもの、大小や真偽の別を論ずることに何の意味があるだろう。だから
おかしいことだ、欧陽・梅・蘇の三公が、ことさらに白雪白羽の（無用の）争いごとを起こしたのは。
　
そこで、私もこの硯
?
を両范公にお贈りして、珠璧として窓辺に置いていただこうと思った次第。大范どの
はたちまち長々とうたいあげ、月にまで届 ようなそのことばは人を驚嘆させる。小范どのもそれに続いて、鶏がとき
0
0を作るように、天の中央の星に届くようなことばで詩を作って欲しい。
蘇軾詩注解（二十四）
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我が枕元には明月（がかかる硯
?
）が更にひとつ、月の下には風に吹かれる林がよこたわる。これを取りい
そぎ小范どののお宅に送り届けて、星影をひたすそちらの（涵星硯の）潭
ふち
をまもってもらおう。そしてどうか
杜 （甫） 少陵 ような一句に換え 「山木尽
ことごと
く洪
こうとう
濤と傾く」 などと （すぐれた詩で） 私にお返しをしてください。
 
（担当 　
西岡 　
淳）
   
一九一四（施注三二―三五）次
范純父涵星硯月石風林
?
詩
范はん
純じゆん
父ぽが涵
かん
星せい
硯けん
・月
げつ
石せき
風ふう
林りん
?ぺい
詩しに次
じ韻いん
す
１ 　
?
次於
?
?
三星 　　　
月つき
は房
ぼう
に次
やど
って三
さん
星せい
を歴
へ
２ 　
斗牛不神箕獨靈 　　　
斗と・牛
ぎゆう
は神
しん
ならず 　
箕き　
独ひと
り霊
れい
なり
３ 　
簸搖桑楡盡西靡 　　
桑そう
・楡
ゆを簸
は揺よう
して尽
ことごと
く西
にし
に靡
なび
かしめ
４ 　
影落蘇子硯與
?　　　
影かげ
は蘇
そ子しが硯
けん
と
?へい
とに落
おつ
５ 　
天工與我兩厭事 　　　
天てん
工こう　
我われ
と両
ふた
つながら事
こと
を厭
いと
う
６ 　
孰居無事爲此形 　　
誰たれ
か事
こと
無なきに居
いて此
この形
かたち
を為
なす
７ 　
與君持
?
侍帷幄 　　　
君きみ
と
?たく
を持
じして帷
い幄あく
に侍
じし
８ 　
同到
?
室觀堯
?　　　
同とも
に温
おん
室しつ
に到
いた
って堯
ぎよう
?めい
を観
みん
９ 　
自憐太史牛馬走
 
 
 
自みずか
ら憐
あわ
れむ
?
太たい
史し　
牛ぎゆう
馬ばの走
そう
10　
伎等卜祝均倡伶
 
 
 
伎ぎは卜
ぼく
祝しゆく
に等
ひと
しく倡
しよう
伶れい
に均
ひと
し
南山読蘇会
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11　
欲留衣冠掛神武 　　　
衣い冠かん
を留
とど
めて神
しん
武ぶに掛
かけ
12　
便
?
雲水歸南溟 　　　
便すなわ
ち雲
うん
水すい
を撃
うって南
なん
溟めい
に帰
きせんと欲
ほつ
す
13　
陶
?
不稱管城沐 　　
陶とう
?こう
は管
かん
城じよう
の沐
もく
するに称
かな
わず
14　
醉石可助平泉醒 　　　
酔すい
石せき
は平
へい
泉せん
の醒
さむ
るを助
たす
く可
べし
15　
故持二物與夫子 　　
故ゆえ
に二
に物ぶつ
を持
じして君
きみ
に与
あた
え
16　
欲使妙質留天庭 　　
妙みよう
質しつ
をして天
てん
庭てい
に留
とど
めしめんと欲
ほつ
す
17　
但令
?
液到枯槁 　　　
但ただ滋
じ液えき
をして枯
こ槁こう
に到
いた
らしめよ
18　
勿
?
光景生
?
冥 　　　
光こう
景けい
をして
?かい
冥めい
を生
しよう
ぜしむること勿
なかれ
19　
上書掛名豈待我 　　　
上じよう
書しよ
して名
なを掛
かくること豈
あに我
われ
を待
またんや
20　
獨立自可當雷霆 　　
独ひと
り立
たって自
みずか
ら雷
らい
霆てい
に当
あたる可
べし
21　
我時醉眠風林下 　　
我われ時
とき
に風
ふう
林りん
の下
もと
に酔
よって眠
ねむ
り
22　
夜與漁火同靑
?　　　
夜よる　
漁ぎよ
火かと青
せい
?けい
たるを同
とも
にせん
23　
撫物懷人應獨歎 　　　
物もの
を撫
ぶし人
ひと
を懐
おも
いて応
まさ
に独
ひと
り
?たん
ずべし
24　
作詩寄子誰當聽 　　
詩しを作
つく
って子
しに寄
よするも誰
たれ
か当
まさ
に聴
きくべき
元
?
七年（一〇九二） 、五十七歳の作。
○范純父 　
成都の人、 范祖禹のこと。 純父はその字であるが、 淳甫にも淳父にも作る。 「范祖禹に答う」 詩の詩題の注 （ 『蘇
東坡詩集』第四冊六五五頁）を参照。なお、 査注は、 『范太史集』に収める「子瞻尚書 　
涵星硯・月石風林
?
を恵まる。
十二韻を賦して以て謝す」詩を引いている。○涵星硯・月石風林
?　
前出の作品番号一九一三の詩題の注を参照。
蘇軾詩注解（二十四）
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１２○月次・斗牛二句 　
房は二十八宿のひとつで青
?
七宿の第四宿。三星はやはり二十八宿のひとつにそれぞれ数え
られる斗（玄武七宿の第一宿） 、 牛（玄武七宿の第二宿）および箕（青
?
七宿の第七宿）をいう。韓
?
「三星行」 （ 『韓
昌黎集』巻四）に、 「我れ生まれし辰
とき
、 月は南斗に宿り、 牛は其の角
つの
を奮い、 箕はその口を張る、 牛は箱を服
のせられず、
斗は酒漿を
?くまず、箕は独り神霊有り、時として簸揚を停
とど
むる無し」とあり、魏懐忠の注に、 「三星は斗、牛、箕なり」
という。第一句は月の東方から北方への運行をいい、第二句は三星のうち箕だけが霊力をあらわすことを、韓
?
「三
星行」を踏まえて詠じる。３○簸揚一句 　
簸揚は、箕
みであおること。 『詩経』小雅「大東」に、 「維
これ南に箕有り、以
て簸揚す可からず、維れ北に斗有り、以て酒漿を
?くむ可からず」とある。○桑楡 　
日暮れ時を象徴する語。 『淮南子』
天文訓（ 『太平御覧』巻三）に、 「日 　
西して景
ひかり
を垂れて樹端に在り、之を桑楡と謂う」とある。４○影落一句
?
硯と
?
は、いずれも蘇軾が范祖禹に贈った涵星硯と月石風林
?
を指す。５○天公一句 　
天公は、天の造物のはたらきのす
ぐれたわざ。蘇軾は「子由の
?
園中の草木を記す
?
に和す
?
十一首」その三（ 『蘇東坡詩集』第一冊四九四頁）でも、
「天工
?
巧こう?
幾ばくか有る、肯
あえ
て尽く汝 為に耗
つくさんや」と詠じている。その注も参照。○厭事 　
面倒を避けよう
とすること。ものぐさ。蘇軾は「秀州の僧本瑩が静照堂」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊二一頁）に、 「君看よ 　
事を厭
いと
う
人、事無ければ乃ち更に悲しむ と詠じている。そ 注も参照。６○孰居一句 　
無事は、何もすることがないこと。
『荘子』天運
?
に、 「天 　
其れ運
めぐ
るか、地 　
其れ処
おるか、日月
?
其れ所を争うか。孰
たれ
か是
これ
を主張し、孰か是を維綱し、
孰か事無きに居て、推して是を行かしむるや」とある。○此形
?
硯にある星、
?
にある月や林の文様を指す。７○與
君一句
?
?
は書物を入れるふくろ。 『漢書』趙充国伝に、 「 （張）安世
?
本と
?
を持し筆を簪
かざ
し、孝武帝に事
つか
うること
数十年」とある。○侍帷幄 　
帷幄は、 幕を張りめぐらした陣営。侍帷幄は、 ここでは皇帝の身辺に侍することをいう。
『後漢書』
?
興伝に、 「 （杜林）之 （
?
興） を薦めて曰く、
?
……宜しく帷幄に侍して機密を典職せしむべし……
?
と」と
ある。８○同到一句
?
温室は、温室殿。漢の武帝が建てた宮殿の名。 『漢書』京房伝に、 「上
しよう?
公
?
朝臣をして房と温
室に会議せしむ」とあり、顔師古の注に、 「温室は殿の名なり」とある。○堯
??
?
莢。堯帝の代に生えたといわれ
るめでたい草。 『宋書』符瑞志下 、 「
?
莢は一に歴（また暦）莢と名づく。階を夾んで生ず。一日に一葉を生じ、朔
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従より生じ、 望にして止む。 （中略）堯の時 　
階に生ず」とある。９
10○自憐・伎等二句 　
司馬遷「任少
?
に報ずる書」
（ 『文選』巻四一）に、 「太史公の牛馬の走 　
司馬遷 　
再拝して言
もう
す、 （中略）僕の先は剖符丹書の功有るに非ず。文史
星暦は卜祝の間に近く、固より主上の戯弄する所、倡優の蓄うる所にして、流俗の軽んずる所なり」とある。
11 12○
欲留・便撃二句
?
二句は宮仕えに見切りをつけて隠棲しようとする心情をいう。○掛神武 　
『南史』陶弘景伝に「 （弘
景）家貧しくして県に宰たるを求むれども遂げず。永明十年、 朝服を脱いで神武門に掛け、 上表して禄を辞せんとす」とある。○南溟
?
『荘子』逍遥遊
?
に、 「 （鵬）怒して飛べば、其の翼は垂天の雲の若し。是の鳥や、海運
うご
けば則ち将
に南溟に徙
うつ
らんとす。南溟とは、 天池なり。……鵬の南溟に徙るや、 水を撃つこと三千里、 扶揺を搏
うちて上る者
こと
九万里」
とある。
13○陶
?
一句 　
韓
?
「毛
もう
穎えい
伝」 （ 『韓昌黎集』巻三六）に、 「秦の皇帝
?
（蒙
もう
）恬
てん
をして之に湯沐を賜い、而し
て諸
これ
を管城に封じ、号して管城子と曰う。……穎 　
絳こう
人ひと
陳玄・弘農の陶
?
及び会稽の
?
先生と友として善く、相
あい
推おし
致いた
して、其の出処は必ず偕
とも
にす」とある。毛穎あるいは管城は筆を、陶
?
は硯を、
?
先生は紙をいう。一句は蘇軾の
涵星硯が范祖禹の筆 釣り合うまいという謙辞。
14○酔石一句 　
宋・陳舜兪『廬山記』巻三に陶淵明ゆかりの酔石を
記して、 「 （潜）居る所の栗里の両山の間に大石有り。懸瀑を仰視して、 平らかにして広きこと十余人を坐せしむ可し。元亮（陶潜の字）自ら放つに酒を以てす。故に酔石と名づく」という。○平泉醒 　
『旧五代史』李敬義伝に、 「 （徳裕）
?
平泉に別
べつ
墅しよ
を置き、天下の奇花異竹・珍木怪石を採って、園池の玩と為す。 …醒酒石有り、徳裕酔えば即ち之に踞
す。最も保惜する者なり」 一句は蘇軾 月石風林
?
を李徳裕の醒酒石になぞらえる。
15○故持一句 　
二物は
涵星硯と月石風林
?
を指す。夫子は、范祖禹を指す。
16○欲使一句
?
二物を范祖禹に贈ることによって朝廷に留めよ
うとするこ をいう。○妙質
?
すぐれた性質。ここでは二物についていう。
?でい
衡こう「鸚鵡の賦」 （ 『文選』巻一三）に、 「金
精の妙質を体して、火徳の明煇を合す」とある。○天庭 　
朝廷のこと。左思「蜀都の賦」 （ 『文選』巻四）に蜀出身の
文人司馬相如・厳遵・王褒・揚雄を称え 、 「幽思は道徳を絢
かざ
り、
?
藻は天庭に
?かがや
く」とある。
17 
18○但令・勿遣二
句?
17句以下の四句は范祖禹への期待をうたう。○滋液 　
墨汁の意味も含ませながら、范祖禹の建議によって民にも
たらされる天子のめぐみをいう。司馬相如「封禅の文」 （ 『文選』巻四八）に、 「滋液は滲
しん
漉ろく
して、何の生か育たざる」
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とある。○枯槁 　
草木が枯れること。ここでは民の困窮をいう。 『老子』 第七十六章に、 「草木の生ずるや柔
じゅう
脆ぜい
にして、
其の死す や枯
こ槁こう
なり」 とある。○光景 　
かがやき。ここでは二物の月や星のかがやきをいう。王安石 「四皓 　
二首」
その二（ 『臨川先生文集』巻二）に、 「霊珠
?
泥沙に在り、光景 　
昏す可からず」とある。○晦冥
?
くらやみ。 『史記』
高祖本紀に、 「是の時 　
晦冥に雷電す。太公往きて視れば、則ち蛟
?
を其の上に見る」とある。
19 
20○上書・独立二
句 　
『旧唐書』帰登伝に、 「 （熊）執易 　
疏を草して成して（帰）登に示す。登
?
愕がく
然ぜん
として曰く、
?
願わくは一名を寄
せん。雷電の下、安
いず
くんぞ足下をして独り当たらしむるに忍びんや
?
と。是れ自り同に切諫に列し、毎に其の奏に聯
署して回避する所無し」とある。二句はこの故事を踏まえつつ、范祖禹ならば蘇軾の連署がなくても天子に物申す器量を備え いようという。雷電は天子のいかり。
21○風林 　
風を含んだ林。杜甫「夜に左氏の荘に宴す」詩（ 『杜詩
詳注』巻二）に、 「風林 　
繊月落ち、衣露 　
浄琴張る」とある。
22〇青
??
青くかがやくさま。 「柳子玉の陳を過
よぎ
りて
糧を絶つに和 次韻 　
二首」の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊一〇一頁）を参照。
23〇懐人
?
人を懐かしく思うこと。
ここでは蘇軾が范祖禹を想い起こすことをいう 柳宗元「南澗中題」詩（ 『柳河東集』巻四三）に、 「国を去りて魂は已に游び、人を懐いて涙空しく垂 」とある。
24〇誰当聴 　
白居易「新酒を嘗めて晦叔を憶う 　
二首」その二（ 『白
居易集箋校』巻三一）に、 「君の我を抛って去りし自
より、此の語 　
誰か聴かんと欲するや」とある。
　
月は房星にかかっていて北の箕・斗・牛の三星 向か ところで、斗と牛 は何の力もないが箕だけは霊妙
な力をもっているといいます。桑や楡に向かって箕をあおればそれらの樹々はみな西に靡
なび
いて、月の光がわた
しの硯と
?
風とに落ちかかります。天の造物者もこのわたしも面倒を嫌うのに、いったい誰が暇にまかせてこ
うした石の形 造 たのでしょうか。
　
書物を入れたふくろをもってあなたととも 天子さまのお ば 仕えたり、温室殿に行って瑞草を眺めたり
することになりましよう。といっても史官の下役のようなもので、できることといえば占い師や役者なみのわずかなこと。 （陶弘景になら ）脱いだ衣冠を神武門に掛けて、鵬
おおとり
のように翼で空の雲や海の水を撃って南
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の果てに戻って行けたらと思います。　
我が涵星硯はあなたの立派な筆とは釣り合わないでしょうけれど、月石風林
?
を陶淵明の酔石に見立てて酒
を召し上がれば李徳裕の酔いを醒ました平泉の石のようにお役にたつことでしょう。それゆえこの二物をあえてあなたに差し上げて、こ 逸品 このまま宮廷に留めておきたく思うのです。
　
どうか天子のめぐみを困窮する民
たみ
草くさ
にもたらしてくださって、二物が塵にまみれてかがやきを失わせること
のないように さってください。書をたてまつる際にわたしの名を書 入れることなどなさらずとも、お一人のお名前で天子のお怒りにも立ち向かえるはずです。　
わたしは野生のもちまえそのままに風の通る林で酔いにまかせてまどろんだり、夜には漁
いさりび
火の青い光を星に
見立ててよろこぶこともありましょう。その時にはこの硯
?
風を思い出しあなたを懐かしく思って独りため
息をつき、詩を作ってお送りしようと心が動くかもしれませんが読んでくださるお暇などきっとないのうね。 
（担当 　
中 　
裕史）
一九一五（施三二―三六）次
錢穆父會
?
銭せん
穆ぼく
父ほが会
かい
飲いん
に次
じ韻いん
す
１ 　
彈冠恨不早 　　　
冠かん
を弾
はじ
くは 　
早はや
からざるを恨
うら
み
２ 　
掛冠常苦遲 　　
冠かん
を掛
かくるは 　
常つね
に遅
おそ
きに苦
くる
しむ
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３ 　
盛服
?
假寐 　　　
盛せい
服ふく　
毎つね
に仮
か寐びし
４ 　
角闕時伏思 　　　
角かく
闕けつ　
時とき
に伏
ふして思
おも
う
５ 　
東門未
??
　　　
東とう
門もん　
未いま
だ祖
そ道どう
せず
６ 　
西山
??
頤
西せい
山ざん　
空むな
しく頤
いを
?ささ
う
７ 　
?
將江
?
去 　　
逝ゆきて将
まさ
に江
こう
海かい
に去
さりて
８ 　
安此麋鹿姿 　　　
此この麋
び鹿ろく
の姿
しを安
やす
んぜんとす
９ 　
?
當謀三徑 　　　
要かなら
ず当
まさ
に三
さん
径けい
を謀
はか
るべし
10　
何暇擇一枝 　　　
何なん
の暇
いとま
ありてか 　
一いつ
枝しを択
えら
ばん
11　
與君
?
合散 　　　
君きみ
と幾
いく
たびか合
ごう
散さん
し
12　
得酒
?
醇
?　　　
酒さけ
を得
えて 　
醇じゆん
?りを忘
わす
る
13　
君談似落
?　　
君きみ
が談
だん
は落
らく
?せつ
に似
にたり
14　
我飮如
?
棋＊
 
 
 
我わが飲
いん
は
?えき
棋きの如
ごと
し
15　
居官不任事 　　　
官かん
に居
いて事
こと
に任
にん
ぜず
16　
?
物
?
見私 　　　
造ぞう
物ぶつ?
真まこと
に私
わたくし
せらる
17 
主人獨賢勞 　　　
主しゆ
人じん　
独ひと
り賢
けん
労ろう
し
18　
金
?
方
馳 　　　
金きん
?こく　
方まさ
に流
りゆう
馳ちす
19　
行人亦結束 　　　
行こう
人じん
も亦
また結
けつ
束そく
す
20　
?
杜乃歸期 　　　
?てい
杜と　
乃すなわ
ち帰
き期き
21　
公
?
雖少安 　　　
公こう
?けい　
少すこ
しく安
やす
しと雖
いえど
も
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22　
河
正東
?　　　
河か流りゆう　
正まさ
に東
ひがし
に
?わかる
23　
我得會稽去 　　　
我われ会
かい
稽けい
を得
えて去
さらん
24　
方回良不癡 　　
方ほう
回かい
は良
まこと
に痴
ちならずや
〔原注〕 　
世有作詩如
?
棋、
?
棋如飮酒、飮酒乃天戒之語、僕於棋酒二事、倶不能也（世
よに「作
さく
詩しは
?えき
棋き
の如
ごと
く、
?えき
棋きは飲
いん
酒しゆ
の如
ごと
く、 飲
いん
酒しゆ
は乃
すなわ
ち天
てん
戒かい
」の語
ご有あり。僕
ぼく
は棋
き・酒
しゆ
の二
に事じに於
おい
て、 倶
とも
に能
あた
わざるなり）
元
?
七年（一〇九二） 、五十七歳の作。
○銭穆父 　
銭せん
?きよう
（一〇三四―九七）のこと。字は穆父。 「銭越州に次韻す」詩（ 『蘇軾詩注解（三） 』作品番号
一六一六）の注および作品番号一九〇六の注を参照。蘇軾が次韻した銭
?
の詩は現存しない。宋本ではこの題のあと
に「一首」とある。○会飲
?
銭
?
と蒋之奇（字は穎叔）と王欽臣（字は仲至）と蘇軾は「元
?
の四友」と称され おり、
このころ二十首に及ぶ唱和詩が作られたとされる （孔凡礼 『蘇軾年譜』 下冊一〇七〇頁） 。 銭
?
が主宰したこの酒宴にも
蒋之奇・王欽臣等が加わっていたと考えられる。１○弾冠
?
冠の塵を払って主君のお召しを待つこと。任官に備えるをいう。 「江公著が吉州に知たるを送る」詩（ 『蘇
軾詩注解（九） 』 ）の注を参照。２○掛冠
　
冠
をぬいで門にかけておく。官職を辞することをいう。 「劉道原が南康に
帰き覲きん
するを送る」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊六四頁）を参照。３○盛服一句 　
『春秋左氏伝』宣公二年に、霊公を
諌めた趙宣子（趙盾） 職務に勤勉なさまを、 「盛服して将に朝せんとし、尚お早く坐して仮寐す」という。一句は、公事に専心するあまり正装したまま仮
うた
寐たね
して、それに備えることをいう。４○角闕一句 　
角闕は、宮中に入る門のあ
る高殿をいう。一韓智
?
の聞書に「角闕ト云（フ）ハ、 朝廷ノ殿閣ノ角
すみ
ノ、 ソリマガリタルヲ云（フ）ゾ」 （ 『四河入海』
巻一一の一）とある。 『釈名』巻五「釈宮室 「闕は門の両旁に在りて、中央は闕然として道を為すなり。罘
ふ
?しは
門の外に在り。罘は復なり。
?
は思なり。臣
?
将まさ
に入りて事を請わんとし、此に於て復た重ねて之を思うなり」とあ
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る。一句は、宮中に入る門において、皇帝への奏上について深く思案することをいう。５○東門一句
?
祖道は、老い
て辞職するものへの餞
はなむけ
の宴をいう。 『漢書』疏広伝に「上疏して骸骨を乞う。上
しよう?
其の年の篤老なるを以て皆な之を
許す……公
?
・大夫・故人・邑子
?
祖道を設け、東都門の外に供張す。送る者は車数百両にして、辞決して去る」と
ある。一句は、疏広伝の故事を意識させ、蘇軾自身の辞職の宴はまだであるという。６○西山一句 　
『世説新語』簡
傲
?
に「王子
?
は桓車騎の参軍と作
なる、桓
?
王に謂いて曰く、
??
?
府に在ること久し、比
このごろ
当まさ
に相料理すべし
?
と。
初め答えず、直ちに高視して、手版を以て頬
ほほ
を
?ささ
えて云う、
?
西山は朝
ちよう
来らい　
致おもむき
に爽気有り
?
と」とある。一句は、官
にあって、 空しく隠
?
へのあこがれを抱くさまをいう。王本では空を公とする。７○逝将一句
?
『詩経』魏風「碩鼠」
に「逝きて将
まさ
に女
なんじ
を去り、彼の楽土に適
ゆかんとす」とある。 「陳海州が
?
乗槎亭
?
に次韻す」詩の注（ 『蘇東坡詩集』
第三冊四〇八頁）を参照 蘇軾「臨江仙」 （ 『東坡楽府』巻二）に「小舟 　
此ここ
従より逝
ゆきて、江海に余生を寄せん」とあ
り、江海は、はるかに広がる長江や大海を指し 世のしがらみを脱しうるところをいう。山本和義『中国詩文選 　
蘇
軾』一三四～一三七頁参照。８○麋鹿姿 　
麋は、おおしか。姿は、生まれつきの意。束縛されることを嫌い在野で自
由人として生きることをいう。 「孔文仲推官の贈らるるに次韻す」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊三七三頁）を参照。９○三径 　
隠棲者の庭の三本の小道。陶淵明「帰去来の辞」 （ 『陶淵明集』巻五）に「三径 　
荒に就きて、松菊猶お存
す」とある。
10○択一枝 　
職を択ぶことをいう。 『世説新語』言語
?
に「李弘度（李充）常に遇せられざるを歎ず、
殷揚州（殷浩）其の家の貧なるを知り 問う
?
君能く志を百里に屈するや不
いな
や
?
と。李答えて曰く、
?
北門の歎き
久しく、已に上聞す、窮猿は林 奔
はし
るに、豈に木を択ぶに暇あらんや
?
と。遂に
?せん
県を授けらる」とある。
11○與君
一句
?
元
?
元年（一〇八六）に蘇軾も銭
?
も中書舎人として朝廷にあったが、元
?
四年には蘇軾は杭州の、銭
?
は越
州の知事となって、親しく交流しつつも別れを繰り返してきたことをいう。
12○醇
??
うまい酒とまずい酒をいう。
皮日休「酒中に添えるに和 奉る
?
六詠」の「酒杯」 （ 『全唐詩』巻六一一）に
?
康について詠じて、 「但だ性の澹泊
なるを取り、味の醇
?
を知らず」とある。
13○君談一句 　
銭
?
の言は、鋸で削ったときにでる木
?
のようによどみな
いさま。 『晉書』胡毋輔之伝 「字は彦国、……（王）澄
?
嘗て人に書を与えて曰く、
?
彦国は佳言を吐くこ 、木を
南山読蘇会
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鋸ひきし
?
の霏霏として絶えざるが如し。誠に後進の領袖と為るなり
?
と」とある。蘇軾「生日に王郎が詩を以て慶せ
らる……」詩（ 『合注』巻二二）に「高論 　
窮まり無くして鋸
?
（おがくず）の如く、 小詩 　
味有りて連珠に似たり」
とある。
14○我飲一句 　
蘇軾が酒を飲むのが、碁を打つように苦手であることをいう。胡仔『
?
渓漁隠叢話』前集巻
四二に「 『遯斎閑覧』に云う、
?
蘇子瞻嘗て自ら言う、
?
平生三つの人に如かざる有り、着棋・吃酒・唱曲を謂うなり
……
?
と
?
と」とある。
15○居官一句
?
官吏の身分にあって、 実際の職務をもたないこと。 「湯村にて運塩河を開き、
雨中に役
えき
を督す」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊三八五頁）に「官に居て事に任ぜず、蕭散として長
?
を羨む」と、ここ
と同じ句がある。蘇軾の任ぜられた兵部尚書が閑職であることをいう。
16○造物一句 　
造物者が蘇軾をえこひいきし
ているという。 「八月十五日に潮を看る 　
五絶」その三（ 『蘇東坡詩集』第三冊四六頁）に「造物も亦た人の老い易き
を知って、故
ことさら
に江水をして更に西に流れしむ」とあるように、時として造物者が蘇軾に味方するように詠じられる。
造物につい は、山本和義『詩人と造物―蘇軾論稿』 （研文出版
?
二〇〇二年）三七頁～八三頁参照。
17○賢労
?
苦
労をすること。 『孟子』万章上
?
に「此れ王事に非ざる莫
なし、我れ独り賢
けん
労ろう
するなり」とあり、王念孫は「賢は亦た
労なり。賢労は猶お劬
く労ろう
と言うがごとし」という。
18○金
?
一句
?
金
?
は金銭と
?
物をいう。 『初学記』巻一二に引
く揚雄「大司農の箴
しん
」に「時に維
これ大農は、爰
ここ
に金
?
を司る」とある。ここでは、戸部が財政を司る部局であること
をいう。流馳は水流が絶え間なく流れることをいう。 『論衡 率性
?
に「
?
陽城中の道に水無く、水工
?
激して
?
中
の水 上らしめ、日夜馳流せしむ。水工の功なり」 （
?
は洛と同じ）とある。銭
?
が任ぜられた戸部尚書（ 『続資治通
鑑長編』 元
?
七年六月丙寅 （十四日） ） は絶え間なく働く激職であるこ をいう。
19○行人一句 　
行人は、 旅人をいう。
この会飲には戸部侍郎であった蒋之奇も加わっており、熙州 甘粛省）の知事に任ぜられ（ 『続資治通鑑長編』元
?
七年十月乙亥（二十五日） ） 、任地へ赴こうとする蒋之奇についていう。結束は旅支度をいう。韓
?
「
?べん
泗し交流す
?
張
僕射に贈る」詩（ 『韓昌黎集』巻三）に「新秋
?
朝あした
に凉しくして未だ日を見ざるに、公
?
早つと
に結束し
?
来たりて何を
か為す」とあ 。
20○
?
杜?
凱旋を労
ねぎら
う歌。 『詩経』小雅（鹿鳴之什） 「
?
杜」詩の小序に「
?
杜は役より還るを労う
なり」とある。沈
しん
約やく
「正陽堂の宴に旋
かえ
るを労う詩」 （ 『藝文類聚』巻五九）に「昔往
?
采さい
薇びを歌い、 今来
?
?
杜を歓
よろこ
ぶ」
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とある。蘇軾は「蒋穎叔が熙河に帥
すい
たるを送る
?
?
びに引」 （ 『合注』巻三六）にも「我れ
?
杜を歌わんと欲す、楊柳
方まさ
に婀
あ娜だたり」 （婀娜は、しなやかに美しいさま）という。
21 
22○公
?
・河流二句
?
熙寧・元豊の時期から北流する
黄河を東に分流させるかどうか議論が紛糾していた。蘇軾や蘇轍もこの分流に異を唱えていた。元
?
三年には、右相
の范純仁や尚書の王存などが東流の弊害を奏上 、一旦は東流の議は沙汰やみとなった。だが元
?
七年十月には東に
分流させることが決まった（ 『宋史』河渠志） 。
?
は、流れを分けることをいう。 『漢書』溝洫志に「乃ち二渠を
?わけ
て以て其の河を引く」とあり、 その孟康 注に「
?
は、 分なり。其の流れを分けて、 其の怒
いきお
いを泄
もらすなり」とある。
こののち元符三年（一一〇〇）に蘇軾は「庚辰の歳
?
人じん
日じつ
の作、時に黄河已に北流に復すと聞く、老臣旧
もと
数しば
しば此れ
を論ず、今斯
この言
こと
乃ち験
しるし
あり
?
二首」 （ 『合注』巻四三）を作り、蘇軾が支持したように黄河が北流に復したことをい
う。
23 24○我得・方回二句
?
方回は、
?ち
?いん
の字。 『晉書』
??
伝によれば、 「年老を以て骸骨を乞い、因りて会稽に居
る」とある。
??
が会稽の太守になったのは、桓温が
??
を疎ましく思っていることを察知した息子の
?
超が、機転
を利かしたことによる。一韓智
?
の聞書に「両句（ノ）言（フココロ）ハ、 我レハ、 昔ノ
?
方回ガ如ク愚痴ニワ（ハ）
ナイ、自ラヨク会稽ヲ乞ウ（フ）程ニ」 いう。蘇軾は兵部尚書に任ぜられてすぐに自から越州（会稽） 知事 なることを願い出ていた（ 「兵部尚書に任ぜられて外郡を乞う
?さつ
子し」 ・ 「越州を乞う
?
子」 『蘇軾文集』巻三七） 。○［原
注］?
14句の注を参照。天戒は、 『尚書』胤征に「先王克
よく天戒を謹み、臣人克く常憲有り」とあるように、天から下
される戒めをいう。天戒を合注は大戒に作るが、宋本に従
　
任官した時にはなぜもっと早くなれなかったかと思ったものだが、辞職しよ とするとこれもま 容易なこ
とではない。 （参内の前夜から緊張のあまり）礼服に身を包んだままやっとうたた寝をし、 （明けて）宮門に至れば、これから上奏しようとすることを改めて思案するのだ。
　
官を辞して帰郷する時に餞
はなむけ
の宴を東門で開いてもらった疏広のようにはまだなれず、王子
?
のように官に
あったまま空しく隠遁に憧れるばかりだ。ひろびろとした自由不
ふ羈きの天地に遊んで、この束縛を嫌う野生の性
南山読蘇会
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分のそのままに暮らしたいものだ。なんとしても隠棲したいと強く思うわたしにとって、ところはどこであろうとかまいはしない。
　
あなた（銭
?
）とは出会いと別れを繰り返し、会飲の機に恵まれさえすれば、酒のうまいまずいはどうでも
いいことだ。あなたの語りはさらさらと流れる水のごとく尽きることなく、 わたしの酒は（わたしの）囲碁（の下手さ）とぼちぼちだ。官にあっても職務はないなんて、造物者はわたしのことを本当に贔
ひい
屓きしてくれたもの
だ。 （それにくらべて）こ 宴の主人のあなたは、ひとりでご苦労され、金銭や糧食の め 、駆けずり回っておられる。遠方へ赴く者（熙
き州へと向かう蒋之奇）もいまはその支度を整えておられるが、帰還される際に
は「
?
杜」の歌でお迎えしよう。
　
大臣たちもしばらくは安逸を得ていたが、黄河はいままさに東に分流させられようとしている。わたしは会
稽の知事となって都を去りたい、 （それを願わ か た）
?ち
?いん
はほんとうに愚か者ではないか。
 
（担当 　　
中 　
純子）
一九一六（施三三―一）次 　
穆父
?
書侍祠郊丘瞻
?
天光
?
而相慶引滿醉吟
穆ぼく
父ほ
尚しよう
書しよ
が郊
こう
丘きゆう
を祠
まつ
るに侍
じして、天
てんこう
光を瞻
せん
望ぼう
して、退
しりぞ
きて相
あい
慶けい
して、満
まん
を引
ひきて酔
すいぎん
吟するに次
じ韻いん
す
１ 　
千?
杞梓蔭雲天 　　　
千せん
章しよう
の杞
き梓し　
雲うん
天てん
を蔭
おお
う
２ 　
樗散誰收老
?
虔 　　　
樗ちよさん
散 　
誰だれ
か老
ろうてい
?
虔けん
を収
おさ
むる
３ 　
喜氣到君
?
白裏 　　　
喜き気きは君
きみ
に到
いた
る 　
白はく
を浮
ふする裏
うち
に
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４ 　
豐年及我掛冠前 　　　
豊ほうねん
年は我
われ
に及
およ
ぶ 　
冠かんむり
を掛
かくる前
さき
に
５ 　
令嚴
鼓三更月 　　　
令れい
は鐘
しよう
鼓こを厳
げん
にす 　
三さん
更こう
の月
つき
６ 　
野宿貔貅萬竈煙 　　　
野やは貔
ひ貅きゆう
を宿
しゆく
す 　
万ばん
竈そう
の煙
けむり
７ 　
太息何人知帝力 　　
太たい
息そく
す 　
何なにびと
人か帝
てい
力りよく
を知
しらん
８ 　
歸來金帛看
??
　　　
帰かえ
り来
きたって
?
金きんぱく
帛?
肩かた
を
?あか
くするを看
みん
元
?
七年（一〇九二） 、五十七歳の作。
○穆父
?
銭せん
?きよう
のこと。穆父はその字
あざな
（父
ほは甫
ほとも書かれる） 。作品番号一六一六「銭越州に次韻す」詩の注（ 『蘇軾詩
注解（三） 』 ）を参照。この時には戸部尚書の任に在った。〇祠郊丘 　
『続資治通鑑長編』巻四七八に、 「 （十一月）癸巳、
冬至、天・地を圜
かん
丘きゆう
に合祭す」 （癸巳は十三日。圜丘は、開封の南郊に築かれた天地をまつる祭壇）とある。〇引満 　
杯さかずき
になみなみと酒を注いで飲むこと。
１〇千章一句
?
千章は、多くの大樹。 『史記』貨殖伝に、 「水居の千
せんせき
石の魚
ぎよ
陂ひ、山居の千章の材」とある。杞梓は、く
0
こ
0とあずさ
0
0
0。ともに良質の木材で、 才能の優れた者のたとえ。 『春秋左氏伝』襄公二十六年に、 「晉の
?
は楚に如
しかず。
其の大夫は則ち賢なり、 皆な
?
の材なり。杞梓・皮革の楚自
より往
ゆくが如
ごと
きなり。楚に材
ざい
有りと雖も、 晉実
じつ
に之を用
もち
う」
とある。 ２〇樗散一句
?
樗はごんずい
0
0
0
0。 無用な木とされる。 散は散木、 使い道のない木のこと。 樗散は、 樗
ちよれき
檪散木の略で、
役に立たないもの、無能な者のたとえ。 『荘子』逍遙遊
?
に、 「吾
われ
に大樹有り、人は之を樗と謂う。其の大
たいほん
本は擁
よう
腫しよう
に
して縄
じよう
墨ぼく
に中
あた
らず、其の小枝は巻
けん
曲きよく
して規
き
く矩に中らず。之を塗
みち
に立つるも、匠者は顧みず」とある。また、人
じんかんせい
間世
?
に、 「已
やめよ。之を言うこと勿
なかれ。散木なり。以て舟を為
つく
れば則 沈み、以て棺
かんかく
槨を為れば則ち速やかに腐り、以
て器を為れば則ち速やかに毀
こわ
れ、以て門戸を為れば則ち液
やににじ
?
み、以て柱を為れば則ち蠹
むしば
まる。是れ不材の木なり。用
う可
べき所無し」とある。
?
虔は、 詩・書・画ともに優れた唐代の名士。
?
州（河南省）の人で、 広文館博士に至った。
杜甫「
?
十八虔が台州の司戸に貶
へん
せらるるを送る……」詩（ 『杜詩詳注』巻五）に、 「
?
公?
樗散
?
鬢?
糸いと
を成す、酒
南山読蘇会
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後?
常に称す
?
老画師、 と」 とある。ここでは
?
虔を自分になぞらえている。３〇浮白 　
罰として酒を飲ませること。
漢・劉向『説苑』善説
?
に、 「魏の文侯 　
大夫と酒を飲み、 公乗不仁をして觴
しよう
政せい
を為さしむ、 曰く、 飲みて
?のみほ
さざる者、
浮するに大白を以てす」とある。 （浮は、罰する意。大白は、大きな杯）４〇掛冠
?
かんむりをぬいで柱などにかけ
る意で、 官職を辞すること。前作 「銭穆父の会飲に次韻す」 詩の注２を参照。５〇令厳 　
厳しい指揮官の号令。杜甫 「後
出塞 　
五首」その二（ 『杜詩詳注』巻四）に、 「中天に明月懸
かかり、令厳
げん
にして 　
夜寂
せき
寥りよう
たり」とある。６〇野宿一句 　
貔貅は、猛獣の名。転じて、勇猛な兵士のたとえ。 『史記』五帝本紀に 「 （軒
けん
轅えん
は）熊
ゆう
・羆
ひ・貔
ひ・貅
きゆう
・
?ちゆ
・虎
こに教え、
以て炎帝と阪
はん
泉せん
の野に戦う」とある。また、 『晉書』熊
ゆう
遠えん
伝に、 「貔貅の士に命じて、 檄を鳴らして前駆せしむ」 （檄は、
木のふれぶみ）とある。万竈は、多くのかまど。ここでは軍隊が野営の炊事に用いるもの。 『史記』孫子伝に、 「斉の軍をして魏の地に入
いり十万の竈
かまど
を為
つく
り、明日は五万の竈を為り、又た明日は三万の竈を為らしめよ」とある。７〇帝
力?
帝王の恩徳。 『漢書』張耳伝に、 「且つ先王
?
国を亡
うしな
い、皇帝に頼
より
て国を復するを得たり、徳
?
子孫に流る。秋毫
も皆な帝の力なり」とある。８〇
?
肩?
肩が重荷のために赤くなること。韓
?「城南聯句」詩（ 『韓昌黎集』巻八）に、
「枯
こを束
つか
ねて樵
しよう
指しは禿
とく
し（孟郊） 、熟
じゆく
を刈りて担
たん
肩けん
は
?あか
し（韓
?
） 」とある。
　
大勢の人材が祭祀 場に集まり、まるで千本の良木が雲 たなびく空を隠し蔽うような勢いだが、私は老い
た
?
虔と同じく役に立たない朽木で、目をかけてくれる人がどこにいるだろうか。祭祀のめでたい雰囲気があ
なたのなみなみと注がれた杯
さかずき
にまで溢れており、ありがたいことに、ゆたかな実りが私の引退まえに間に合っ
てくれ 。　
真夜中の月明りの中、厳しい軍令 もと兵士たちは肅然と静まり、勇猛な兵士たちが野営する無数のかまど
から煙だけが立ち上がっている。天子のお力を誰が知れようと嘆息する人もあろうが、たくさんの賜り物を担いで帰ってきたら、肩が赤くなっていたことだろう。 
（担当 　
蔡 　
毅）
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一九〇五（施三三―二）郊祀慶成詩
郊こう
祀しの成
なるを慶
けい
する詩
１ 　
?
出乘昌
?　　
帝てい
出いでて昌
しよう
運うん
に乗
じよう
じ
２ 　
天心予太
?　　
天てん
心しん　
太たい
平へい
を予
あた
う
３ 　
??
三代繼 　　
文ぶん
章しよう　
三さん
代だい
に継
つぎ
４ 　
制作七年成 　　
制せい
作さく　
七しち
年ねん
に成
なる
５ 　
大祀乾坤合 　　
大たい
祀し　
乾けん
坤こん
合がつ
し
６ 　
剛辰日月明 　　
剛ごう
辰しん　
日じつ
月げつ
明あき
らかなり
７ 　
泰壇朝
?
地 　　
泰たい
壇だん　
朝あした
に地
ちを掃
はら
い
８ 　
魄寶夜垂
?　　
魄はく
宝ほう　
夜よる
に精
せい
を垂
たる
９ 　
仰御圓蒼蓋 　　
仰あお
いで円
えん
蒼そう
の蓋
がい
を御
ぎよ
して
10　
?
觀
?
嶽城 　　
海かい
岳がく
の城
じよう
を環
めぐ
らし観
みる
11　
北 　
呑
易 　　
北ほく
流りゆう　
朔さく
易えき
を呑
のみ
12　
西極落
?
槍 　　
西せい
極きよく　
?さん
槍そう
を落
おとす
13　
升燎靈光答 　
升しよう
燎りよう　
霊れい
光こう
答むく
い
14　
回鑾瑞霧
?　　
回かい
鑾らん　
瑞ずい
霧む迎むか
う
15　
需雲
?
枯槁 　　
需じゆ
雲うん　
枯こ槁こう
に遍
あまね
く
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16　
解雨
?
勾
　　
解かい
雨う　
勾こう
萌ぼう
を達
たつ
す
17　
可頌非天
?　　
頌しよう
す可
べきは天
てん
徳とく
に非
あら
ず
18　
因箴亦下
?　　
因よりて箴
しん
するも亦
また下
か
情じよう
19　
民言知有
?　　
民たみ
の言
こと　
酌くむ有
あるを知
しる
20　
?
謂本無聲 　　
帝てい
の謂
いい　
本もと声
おと
無なし
21　
富國由崇儉 　　
国くに
を富
とますは倹
けん
を崇
たつと
ぶに由
より
22　
?
年在好生 　　
年とし
を祈
いの
るは生
せい
を好
この
むに在
あり
23　
無心斯格物 　　
無む心しん
なれば斯
ここ
に物
もの
を格
いた
し
24　
克己自銷兵 　　
己おのれ
に克
かてば自
おのずか
ら兵
へい
を銷
けす
25　
化國安新政 　　
化か国こく　
新しん
政せい
を安
やす
んず
26　
?
臣
?
舊耕 　　
孤こ臣しん　
旧きゆう
耕こう
に返
かえ
らん
27　
將淸廟什 　　
還かえ
って清
せい
廟びよう
の什
じゆう
を将
もつ
て
28　
留與野人
?　　
野や人じん
に留
りゆう
与よして
?つがしめん
○元
?
七年（一〇九二） 、五十七歳の作。時に都の開
かい
封ほう
（河南省）に在った。
○郊祀
?
天子が冬至に郊外で天の神を祀ること。元
?
七年十一月癸巳、冬至の日に、都の南郊の圜丘で天地を合祭
する祭祀が行われた。本注解に収める作品番号一九〇四の詩題の注を参照。〇慶成
?
成就をことほぐこと。司馬相
如「封禅文」 （ 『漢書』司馬相如伝下）に「上帝 　
恩を垂れ祉を儲
たくわ
え、将
まさ
に以て成るを慶せんとす」とある。時に蘇軾
は、郊祀の成就を祝して本詩を撰して哲宗に進呈した。蘇軾「
?
郊祀
?
の成るを慶す 詩
?
を進
たてまつ
る表」 （ 『蘇軾文集』
巻二四）に見える。〇詩
?
テキストによっては、 「詩」の字を欠くものもあるが、 「合注」の校注に拠って「詩」の一
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字を入れる。このことについての山本和義の見解は次の如くである。 「詩題の末尾に
?
詩
?
の一字を据えることの意
義は何か。白居易が親友の元
げん
?しん
に乞うて自らの作品集『白氏長慶集』を編んでもらったとき、予め書簡「元九に与う
る書」 （ 『白居易集箋校』巻四五）を贈って、文学に関わる自らの考えを述べているが、その中で、白居易は自作の詩を「諷諭詩」 「閑適詩」 「感傷詩」 「雑律詩」に四分類するが、そ 際、諷諭詩を最も高く評価して 「詩」が人間 文学としての存在意義を持つには、 『 経』の「詩」のごとく、いわゆる六
りく
義ぎに立って、 「上
かみ
は以て時の
政まつりごと
を補
たす
け察
はか
り、
下しも
は以て人
たみ
の情を洩
あら
わして導く」ことを使命とするものでなければならないと強く主張した。現代、われわれが研究
上ひろく利用している四部叢刊本は、わが国 那波道円が朝鮮活字本を覆刻したも を景
えい
印いん
したもので、原編の体裁
をよく伝えているとされている。今、その『白氏長慶集』の巻一～四に収める諷諭詩を見ると、 （新楽
が府ふを収める巻
三・四を除い ）すべ 詩題の末尾に「 の一字がある（近現代 刊本では「詩」の字が削られている） 。白居易は?詩
?人たちのこころの理解者であり、 蘇軾はその人たちに学んだのであろう」 （高木正一注『白居易』上・下を参照） 。
１〇帝 　
哲宗を指す。〇昌運 　
盛んな時勢。大御代。顔延之「陵廟 拝する作」詩（ 『文選』巻二三）に「躬
みを
?いまし
め
て積素に慙じ、復た昌運と
?あわ
せり」とある。２〇天心 　
天の意志。 『尚書』咸有一徳に「克
よく天心に享
あたり、天の明
命を受け、以て九有の師を有
たも
ち、爰
ここ
に夏正を革
あらた
む」とある。３〇文章一句
?
文章は、礼楽や制度など、国の文化を形
成しているものをいう。三代は、夏・殷・周 こと。 論語』泰伯篇に「大いなるかな、堯の君為
たるや。……煥
かん
とし
て其れ文章有り」とあり 何晏の集解に「其の文を立て制を垂れること又た著明なり」とある。一句 、今 哲宗治世が文章著明であるさまを 古
いにしえ
の三代を継ぐものとして称える。４〇制作一句
?
制作は、 礼楽の制度を定めること。
『礼記』明堂位に、周の武王の後、幼弱な成王に代わって周公が政柄を執って、 「礼を制し楽を作り」 、天下は大いに服したが、七年目に、政柄を成王に譲ったという記事が見える。一句は、哲宗 治世七年目のありさまを 周公の故事に擬えている。 『四河入海』巻一二の四に引 一韓智
?
の聞書に「哲宗 　
元
?
元年丙寅ニ即位アツテヨリ、今年元
?
七年壬申マデハ、実ニ七年ゾ。七年ニ、政ノ制作已ニ成（ツ）テ、郊丘ニ行幸ナツテ天ヲ祭ルゾ」とある。５〇大
祀一句 　
大祀は、天地を祭る祭祀。乾坤は、天地。 『周礼』春官「肆師」に「大祀を立つるには、玉帛牲
せい
?ぜん
を用う」
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とあり、
?
司農の注に「大祀は、天地」とある。６〇剛辰
?
奇数の日。剛日。十干のうち甲・丙・戊・庚・壬に当た
る日。 『礼記』曲礼上に「外事は剛日を用い、内事は柔日を用う」とある。７〇泰壇 　
天を祭る壇。 『礼記』祭法に
「柴
さい
を泰壇に燔
やきて天を祭る」とある。〇掃地 　
地を払い清めること。 『礼記』郊特牲に「郊の祭は、長日の至るを迎
うるなり。……地を掃いて祭るは、 其の質に於てするなり」 とある。８〇魄宝一句
?
魄宝は、 天の枢軸のこと。 『晉書』
天文志上に「鉤陳の口中の一星を天皇大帝と曰
いい、其の神を耀魄宝と曰う。群霊を御し、万神の図
とを執るを主
つかさど
る」と
ある。垂精は、光明をもたらすこと。 『漢書』叙伝下に「日月周
あまね
く輝き、星辰
?
精を垂る」とある。一韓智
?
の聞書
に「星モ之ニ感ジテ、 夜 　
精ヲ垂レテ下土ヲ照ラスゾ」とある。９
 
10〇仰御・環観二句 　
円蒼は、 天のこと。李賀「呂
将軍の歌」 （ 『李長吉歌詩編』巻四）に「円蒼
?
低迷して地を蓋張す、九州 　
人事皆な此くの如し」とあり、王琦の注
に「円蒼は、天なり」とあ 海岳は 海五岳、海と山。一韓智
?
の聞書に「円蒼ハ天ゾ。言（フココロ）ハ天子
 
今
 郊外ニ出デテ、 天ヲ祭（ル）程ニ、 乃チ天ヲ以テ蓋
かさ
ト為スゾ。円ハ天ノ形ヲ云（フ）ゾ。蒼ハ天ノ色ヲ云（フ）ゾ。
サテ、天子ノ封疆ニハ、四海五岳ヲ以テ封疆ト為シ、用害ト為
スルゾ」とある。
11〇北流一句
?
北流は、黄河の流れ。
宋代、黄河の河流をめぐる議論があり、蘇軾も関心を持ったことについては、本注解に収める作品番号一九〇三の詩の注を参照。朔易は、朔方と易水、また その一帯。朔は、宋の朔州（内蒙古自治区）の辺 。易は、宋の易州（河北省）の辺り。とも 宋の北東部、遼との境界にある。 『後漢書』南匈奴伝に「南面し 単
ぜん
于うを朝せしめ、朔・易に
復また匹馬の蹤
あと
無きこと六十余年なり」とあり、李賢の注に「匈奴既に降
くだ
り、朔方・易水の地に更に匈奴匹馬の蹤無き
なり」とある。一句は、 北流する黄河が 北辺の異民族の勢力 鎮め くれる 述べ いる。
12〇西極一句
?
西極は、
西の果て。
?
槍は、星の名。彗星の一種で、妖星とされた。司馬相如「大
たい
人じん
の賦」 （ 『史記』司馬相如伝）に「
?
槍を
攬とって以て旌と為
なし、屈虹を靡かせて綢
ちゆう
と為す」とある。宋朝はたびたび北西境において西夏の侵入に苦しんだが、
時に、環州（甘粛省）へ入寇した西夏を退けた。一句は そ ことを述べている。蘇轍「郊祀の成るを慶す」詩（ 『欒城後集』巻一）に「塵は跳疆の を巻き
?ちん
は渡海の船より来たる」とあり、蘇轍の自注に「西羌
?
環州に入寇す。
辺吏
?
邀むか
え撃ち、敗れて去る」とある。事柄は、 『続資治通鑑長編』巻四七四から巻四七八に見える。
13〇升燎 　
郊
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祀の際に犠牲の脂を燃やしてその首を供えること。 『礼記』郊特牲に「
?りつ
?りよう
（牲
いけにえ
の腸の脂）を取りて燔燎し、首を升
あ
ぐるは、 陽に報いるなり」 とある。〇霊光
?
神々しい光。天子の恩沢を喩える。 『漢書』
?
錯伝に 「徳沢 　
天下に満ち、
霊光
?
四海に施
しく。此れ天地に配して、国の大体を治める功を謂うなり」とある。
14〇回鑾
?
天子が外出先から戻る
こと。鑾は、鑾駕。天子 乗り物。一句では、天子が郊祀を終えて都城に戻ることをいう。 『南斉書』楽志に引く南郊歌辞に「 を回
めぐ
らし翠
すい
を転じ、景を払いて宸に
?
る」とある。〇瑞霧
?
めでたいしるしの霧。欧陽修「梅
ばい
聖せい
兪ゆが元
夕?
東楼に登るに和す」詩（ 『欧陽文忠公集』巻一三）に「華灯
?
爍しやくしやく
爍たり 　
春風の裏
うち
、 黄傘
?
亭亭たり
?
瑞霧の間」
とある。
15〇需雲一句 　
需は、 『周易』の卦の一つで、彖
たん
伝に「需は、須
しゆ
なり」とあり、象伝に「雲
?
天に上るは需
なり、君子以て飲食宴楽す」とある。枯槁は、枯れること。ひいて、枯れたもの。 『老子』第七十六章に「草木の生ずるや柔脆にして、其の死す や枯槁なり」とある。一句は、朝廷の徳沢があまねく民に行きわたるさまを述べる。
16〇解雨一句
?
解は、 『周易』の卦の一つで、彖伝に「天地解けて雷雨作
おこ
り、雷雨作って百果草木皆な甲
こう
拆たく
す。解の
時とき
大いなるかな」とある。勾萌は、草木の若芽。蘇軾「周文
ぶん
之しに与うる書 　
四首」その一（ 『蘇軾文集』巻五八）に
「嶺南は大寒甚暑無く、秋冬の交に、勾萌盗
ひそ
かに発し、春夏の際に、柯葉潜かに改まる」 。一句は、天地の鬱結した気
が解けて、雷雨が降り、万物が芽吹くさまを述べる。
17 18〇可頌・因箴二句 　
因箴は、美辞によって戒めること。 『詩
経』小雅「庭燎」の毛序に「庭燎は、宣王を美
ほむるなり。因りて以て之を箴
いまし
む」とある。蘇軾「朱光庭が雨を喜ぶに
次韻す」詩（ 『蘇軾詩合注』巻二七）に「清詩は庭燎 似
ごと
く、 美
ほむると雖も未だ箴むるを忘れず」とある。〇下情
　
下々
の様子。班固「両都の賦」 （ 『文選』巻一）の序に「或い 以て下情を抒
のべて諷喩を通ず」 。瑞渓周鳳の説に「此
これ
以下
ノ二句、言フココロハ、一向ニ頌スベキハ、天徳ノ妙ニ非ズ、宜シク箴規ヲ致スベキハ、此レ即チ臣下ノ情ナリ 下ノ句ハ、蓋シ結前生後ノ辞ナリ とあ 。
19〇民言一句
?
民言は、民意。 『礼記』坊記に「上
かみ?
民言を酌めば、則ち
下しも?
上の施しを天とし、上
?
民言を酌まざれば則ち犯す」とある。瑞渓周鳳の説に「此ノ以下ノ六句、皆ナ因箴ノ義
ナリ」とある。
20〇帝謂一句
?
帝は、上帝。天をいう。 『詩経』大雅「皇矣」に「帝
?
文王に謂う、予
?
明徳
?
声と
色を大にせず、夏
かに長として以て革せず、識らず知らず、帝の則
のり
に順
したが
うものに懐
よる」とあり、毛伝に「大声もて色に
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見あらわ
さざるなり」とある。
?じよう
玄げん
の箋に「天の言に云
いわく、我れ人君の光明の徳有りて而も言語を虚広にして、以て外に
容貌を作らず、 ……に帰す」 とある。一句は、 天の声には声
おと
が無いものだと述べている。
21〇富国
?
国を富ませる。 『史
記』貨殖伝に「上は則ち国を富ませ、下は則ち家を富ます」 。〇崇倹 　
倹約を貴ぶこと。 『隋書』柳昂伝に引く隋の煬
よう
帝だい
の詔に「奢を戒め倹を崇び、 百辟を率先す」とある。
22〇祈年 　
豊年を祈願すること。 『詩経』大雅「雲漢」に「年
を祈ること孔
はなは
だ夙
はや
く、方社莫
おそ
からず」とあり、
?
玄の箋に「我れ豊年を祈ること甚だ早し」とある。〇好生
?
生ある
もの 慈しむこと。 『尚書』大禹謨 「生を好むの徳、民心に洽
あまね
し」とある。
23〇無心一句 　
無心は、己れを虚しく
すること。格物は、事物の理を極めること。 『大学』に「其の意 誠にせんと欲する者は、先
まず其の知を致す。知を
致すは物に格
いた
るに在り」 。この一句と次の
24句について、万里集九の説に、 「此ノ一聯ハ、仁君ノ徳ヲ挙ゲテ物ノ太平
ヲ致スニ及ブ」とあ 。
24〇克己
?
わが身を律すること。 『論語』顔淵
?
に「己
おのれ
に克
かちて礼に復
かえ
るを仁と為す」とあ
る。〇銷兵
?
金属製の武器を火力で溶かすこ 。ひいて、戦
いくさ
の手段を手放すことをいう。 『史記』秦始皇本紀に「天
下の兵（武器）を収めて、之
これ
を咸陽に聚め、銷かして鍾
?
、金人十二、重さ
各おのおの
千石なるを為
つく
り、廷宮の中に置かし
む」とある。
25〇化国 　
教化が行きとどいて、よく治まっている国のこと。蘇軾「葉
しよう
待制
?
先墳永慕亭の詩を求む」
詩（ 『蘇軾詩注解（十五） 』 作品番号一八一三）の詩の注を参照。
26〇孤臣一句
?
孤臣は、主君に見捨てられた臣の
意で、臣下の謙称 韓
?
「江陵に赴くの途中、王
おう
二十補
ほ闕けつ
・李
り十一
拾しゆう
遺い・李二十六員
いん
外がい
、
?
林三学士に寄せ贈る」
詩（ 『韓昌黎集』巻一） 「孤臣
?
昔?
放逐せられ、血泣して愆
えん
尤ゆう
を追う」とある。一句では、哲宗の治世の安泰を詠じ
た
25句を承けて、孤臣に蘇軾自らを託して、安泰を見た陛下には御用済みの老臣はもう退いて故郷の田地を耕して暮
らしましょう、と述べている。
27 
28〇還将・留与二句 　
清廟は、 『詩経』周頌の詩の
?
名。毛序に「清廟は、文王を
祀るなり」とあり 周の文王 徳を称えた詩。留与は、……に留める。動詞の下につく与の字は、……のために、の意。蘇軾「張
ちよう
山人を訪うて山中の字を得たり
?
二首」その二（ 『蘇東坡詩集』第四冊四六二頁）の注を参照。野人は、
田舎者のこと。 『孟子』万章上
?
に「此れ君子の言に非ず、斉東の野人の語なり」とある。一句では、自らの退隠の
意を示した
26句を承けて、その田舎の人々を指す。
?
は、次ぐ。人の詩を次いで歌うこと。 『尚書』益稷に「乃ち
?つ
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いで歌を載
なして曰く、
?
元首明なるかな
?」とあり、 孔伝に「
?
は績なり」とある。二句は、 元
?
の代に、 蘇軾がこの「郊
祀慶成」詩 作ることを、周代に「清廟」詩が作られたことに擬して、さらにその頌詩を、自分の退隠先の田舎人たちと歌い継いでいきたい 述べている。瑞渓周鳳の説に「言フココロハ、何ゾ我一人ニ止
とど
マランヤ。当
まさ
ニ野人ヲシテ
同とも
ニ聖化ヲ歌ハ使
しムベシ」とある。
　　
今上陛下は大宋の盛んな国運を承
うけて即位なされ、天は陛下の世を太平の世と請
うけ合われました。当代の
文章は三代の世の盛んなるものを継承し、礼楽の制度は周公の時と同じく七年で定まりました。
　
大祭に天地は合わせ祀られ、奇数日に日月は明るく輝いております。泰壇は朝には大地が掃き清められ、夜
には星が清冽な光を注ぎます。　（今や陛下は）蒼天を傘と仰いで御
ぎよ
され、五岳四海を域内としてぐるりと閲覧なされます。北では本来の黄
河の流れが朔
さく
方・易
えき
水すい
の勢いを呑み込み、西の果てでは紛争の星が消え去りました。
柴さい
火かを焚いて天に告げれば霊妙なる日月がそれに応
こた
え、鑾駕にて巡行あそばされれば、めでたい徴
しるし
の霧が迎え
てくれます。 「需」で卜
うらな
われた雲が枯れきった草木をあまねく被
おお
い、 「解」で卜われた雨が万物の芽を目覚めさ
せます。
　
陛下の徳は（制約のある）言葉で言い表せるものではございません、箴言など呈しますのはやはり下々の情
というもので 民の言葉を天の声として陛下は汲みとってくださいましょう、天の声はもとより声無きものですが。　
国が豊かになったのは陛下が倹素を重んじられたゆえ、豊年になったのは陛下が生
せい
あるものを慈しまれたか
ら。陛下がおのれを虚しくなさったから天下はきちんとした状態になりました、陛下がおのれを律せられたから、自ずと武力に頼る術
すべ
が消えました。
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国中に陛下の恵みがいきわたり、民は新たな
政まつりごと
に安んじておりますから、陛下に顧みられなくなった老臣
は故郷の田地を耕しに帰りましょう。そしてこの（陛下の徳を讃えた） 「清廟」の詩を、末永くそこの田
い
な
か舎人
びと
たちと歌い続けましょう。 
（担当 　
原田直枝）
